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スポーツ少年団と連携しているクラブ
特  集

総合型クラブは後発部隊！！ 地域の不足を補う団体になろう！！1
　「NPO法人へきなん南部スポーツクラブ（以下、クラブ）」（愛知県碧南市）は、平成22年に設立、平成24年に
NPO法人化したクラブで、「夢・健康・仲間づくり・生きがいづくり」をモットーに、碧南市臨海公園を拠点として
18教室で活動しています。
　碧南市では市体育協会及び市レクリエーション協会の活動が充実しているため、クラブ創設段階では地域から「総
合型クラブは碧南市には必要ない」という意見も出ました。しかし、当時の地域住民の運動実施率が低かったこと
から、運動していない人に焦点を当てた活動にすることや市内で不足しているニーズを補える団体になることを目指
し、活動の展開を始めました。

バスケットボール教室を少年団へ！！2
　平成22年当時、市内にはバスケットボールの教室や少年団がありませんでしたが、地域にはバスケットボールを
教えたいと思う熱心な指導者がいました。そこで、クラブ設立時にバスケットボール教室を開催しました。
　教室では、多くの子どもがバスケットボールを楽しめるように運営されていましたが、不特定多数の子どもが対象
でメンバーが固定されていないことから、よりバスケットボールの上達を目指す子どものニーズに応えきれない部分
が出てきました。そこで、ある程度固定のメンバーで計画的な指導や段階的な技術の習得が可能となるような組織
が必要となり、少年団登録することを決めました。
　当初、指導者は少年団登録料のことや諸々の少年団会議に出席が必要であることを懸念していましたが、少年団
指導者を対象とした研修会に参加することが指導者としての資質の向上につながることから、少年団登録することに
納得していただきました。一教室が少年団になることは容易ではなく、2年程度の時間がかかるであろうと思ってい
ましたが、指導者を含めクラブが総力を挙げて尽力した結果、1年間でやり遂げることができたそうです。

少年団(名称：碧南アンビシャス)のメリット3
　指導者はバスケットボール教室と少年団の両方の指導もしているので、双方の参加者を集める相乗効果が生まれ
ています。クラブ会員の子どもはバスケットボール教室から始め、より専門的な技術を学びたいという子どもは少年
団に登録します。先に少年団に登録した子どもで、もっと長い時間バスケットボールがやりたいと言って、クラブの
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会員になったケースもありました。
　これら「教室体から少年団へ」育てた一連の流れにより、多様
なスポーツニーズに応えられるスポーツ環境の整備ができたと
考えています。クラブと少年団を結ぶことで、子どもたちは自
分自身が目指すビジョンが明確になったことでしょう。また、
指導者は初心者から上級レベルまで幅広い指導が求められ、自
らのスキルアップになったそうです。

クラブと少年団との関わり4
　クラブでは、バスケットボール少年団の他に、「さくら卓球道
場」という卓球少年団にも密に関わっています。さくら卓球道場
は、設立当初から指導者を含め、全員が毎年クラブ会員登録し、
自主練習として多種目体験広場の会場を利用しています。クラ
ブ運営に大きな自信と勇気を与えてくれたことを忘れてはいけな
いとかねがね感謝しているそうです。
　他にも、総合型クラブでは、将来の競技選手を育成するため
に、小学生4年生から6年生を対象とし、「スーパーキッズ教室」
を開講しています。内容は、コーディネーショントレーニング、
視野のトレーニング、スポーツをする上でのコミュニケーション
の大切さなどです。少年団からもこの教室に参加し、将来のス
ポーツ選手を目指す子どもがいます。

今後の展望5
現在は、バレーボール教室を少年団登録する計画を立てています。碧南市にはバレーボールの少年団がなく、熱
心な指導者がいるといった点でバスケットボール少年団との事例と類似しています。今後も、総合型クラブから少
年団に登録する団体が増える、また少年団が総合型クラブと連携・共同することで、地域スポーツ環境の整備及び
指導者の育成に力を入れていこうと考えています。

（公益財団法人愛知県体育協会クラブアドバイザー　藤田 佳保里）


